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　当第3四半期における半導体市場は、東南アジア地域での新型コロナウイ
ルス感染症拡大により、半導体サプライチェーンの混乱が続きました。短期
的には半導体供給不足に伴う生産制約は厳しく、自動車、パソコン、スマー
トフォン等の生産に影響が及びました。こうした一時的な要因は、今後徐々
に解消に向かうと思われますが、半導体の需要の底堅さに対し、生産能力増
強には時間がかかるため、来年にかけても供給がタイトな状況は続く可能性
が高く、半導体メーカーの増産を後押ししております。また、今後もアフ
ターコロナを見据えたデジタル投資等のトレンドに変化はなく、半導体市場
の成長は続くと予想されております。FPD市場においては、巣ごもり需要の
影響により、ノートパソコン、スマートフォン、タブレット、モニター等の
需要拡大が続いてきましたが、パネル価格の一服感に加え今後は新型コロナ
ウイルス感染症の収束により需要の減速が懸念されております。
　このような事業環境において、当社グループの当第3四半期連結累計期間
の売上高は、サーバー及びモバイル向けメモリの需要が堅調に推移したこと
で、メモリ向けプローブカードの売上が底堅く推移いたしました。
　この結果、当第3四半期連結累計期間の経営成績は、売上高28,456百万円、
営業利益6,376百万円、経常利益6,663百万円、親会社株主に帰属する四半
期純利益4,598百万円となりました。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、ご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご厚情を賜り、
厚く御礼申し上げます。

To Our Shareholders

本株主通信は2021年９月末時点での株主の皆様にお送りいたしますことをご了承ください。

株 主 ・ 投 資 家 の 皆 様 へ

長谷川 正義代表取締役社長

2021年12月期第3四半期業績のご報告 
（2021年1月1日〜2021年9月30日）株主通信
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注）第50期は決算期変更により、
　 15ヶ月の変則決算となっております。
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About Stocks
株 式 事 務 に つ い て の ご 案 内

本社　〒180-8508　
 東京都武蔵野市吉祥寺本町2-6-8
HPアドレス　https://www.mjc.co.jp/

株主名簿管理人
連 絡 先
郵 送 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1 電話0120-232-711（通話料無料）
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

　データセンター関連やモバイル分野での需要が堅調であ
ることから、引き続きメモリ向けプローブカードの売上が好
調に推移いたしました。利益面においても、高水準な受注に
より安定した稼働が続いたことに加
え、プロダクトミックスの変化に
より堅調な利益水準となりまし
た。この結果、売上高は26,877
百万円、セグメント利益は7,858
百万円となりました。

　プローブユニットは安定的なビジネスを継続し、半導体
関連装置は特定顧客向けの売上が増加しました。この結果、
売上高は1,579百万
円、セグメント損失
は14百万円となり
ました。

プローブカード事業 TE事業
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　2021年8月30日から9月1日の3日間、米国カリフォルニア州サンディエゴにて開催されたSWTest 
2021に、MJCのアメリカ現地法人MECが出展しました。
　SWTestは半導体ウェーハとテストソケットの検査に焦点を当てた唯一の技術フォーラムです。最近
の業界動向について学び、アイディア交換をするために例年世界各国からたくさんの人がこのイベント
に参加します。コロナ禍で展示時間が短縮されるなど、出展条件が厳しい中での開催となりましたが、
MJCブースは訪問者が絶えず盛況でした。
　来年からはさらに大規模なイベントとなり、参加者の増加が見込まれます。新たな顧客の開拓とビジ
ネス拡大を目指し、積極的な営業活動を展開していきます。

売 上 高 営 業 利 益 親会社株主に帰属する当期純利益 1 株 当 た り 配 当 額
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T O P I C S SWTest 2021に出展しました

注）第50期は決算期変更により、15ヶ月の変則決算となっております。


